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柏市第五次総合計画
（平成28～37年度）

柏市環境基本計画
（平成28～37年度）

柏市生きもの多様性プラン

柏市一般廃棄物処理基本計画

第二期柏市地球温暖化対策計画

生活環境関連事務事業

環境政策の理念、全体像、方針

関連計画

・柏市都市計画マスタープラン

・柏市緑の基本計画

・柏市観光基本計画

・柏市都市農業活性化計画

・柏市景観計画

・柏市低炭素まちづくり計画

等

まちづくりの考え方、方向性

連携

環境の視点

Ⅰ 柏市環境基本計画の概要                   

1 計画の基本的事項  

【環境基本計画とは】 

  「柏市環境基本条例第9 条」に基づき，環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

ることを目的に策定する計画です。 

【改定方針】 

  ①「柏市第五次総合計画」の部門別計画として，市の環境施策の基本的な考え方等を定める。 

  ②環境分野の個別計画と理念等の主要部分を共有し，環境分野におけるマスタープランとする。 

  ③環境分野に関連する各種計画と連携して，環境の保全等に関する取組を組織横断的に推進す 

   る。 

  ④地球温暖化等の広域な環境問題は，国等の方針に合わせながら，可能な限り独自性，先進性 

   のある取組を推進する。 

  ⑤計画の進捗管理は，「柏市環境管理システム（KEMS）」を活用する。 

【位置づけ】 

  「柏市第五次総合計画」を上位計画と

して，まちづくりの考え方，方向性を共

有し，環境面からまちづくりを推進しま

す。 

  また，環境分野のマスタープランとし

て個別計画に方向性を示すとともに，各

種関連計画と連携して，環境の保全及び

創造に関する取組を推進します。 

【計画期間】 

  平成28 年度から平成37 年度の10年間です。 

【対象】 

  「柏市環境基本条例第2 条」に基づき，本計画が対象とする環境の範囲は，「自然環境」「生活

環境」「快適環境」「地球環境」の4 分野とします。 

 

２  望ましい環境像  

  本市の環境の保全及び創造において，将来を展望した総合的，長期的な視点に立った望ましい将

来像である環境像を，次のように定めます。 
 

    共に生きるために，環境を守り，育て，伝えるまち 柏    
 

  すべての市民が，自然とのよい関係を永遠（とわ）に保てるよう，共に活動して環境を守り，安

全な環境の中で自然と共に暮らせるまちを育み，明日の柏を担う人々に伝える，そのようなまちを

目指します。 
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３  施策の方向性  

  望ましい環境像の実現に向けて，本計画の対象範囲の各分野ごとに基本目標を定め，

また，全分野に共通するものとして情報発信と協働を位置付けます。  

  ◆基本目標 1（自然環境分野）◆ 

    多様な生物が生息できる環境を目指し，豊かで魅力ある自然環境の保全に努めます。 

  《代表的指標》 谷津田の保全協定締結率 ⇒20%（平成 37 年度） 

 

  ◆基本目標 2（生活環境分野）◆ 

   安全で健康に暮らせる生活環境を目指し，また環境負荷の少ない循環型社会の形成

に努めます。  

  《代表的指標》 ごみの排出量原単位の削減 ⇒870g/人･日（柏市一般廃棄物処理基 

           本計画平成 28 年度目標値） 

           環境基準の達成・維持（平成 37 年度） 

基本方針 施策の方向性 主な関連計画 

1-1 水と緑の保全・活用 ①農地の多面的機能の再評価 

②農業環境の維持・拡大 

③樹林地や水辺，谷津田の保全 

柏市緑の基本計画 

柏市都市農業活性化計画 

柏市生きもの多様性プラン 

1-2 生物多様性の保全・ 

   再生 

①生きものの種と生態系の把握 

②生きものが継続して，生息・生育できる環

境の保全・再生 

基本方針 施策の方向性 主な関連計画 

2-1 ごみの減量，資源循 

   環の推進 

①3R 行動の普及・促進 柏市一般廃棄物処理基本計

画 

2-2 ごみの適正処理 ①ごみ処理システムの安定化 

②施設の老朽化対策 

2-3 安全な生活環境の維 

   持 

①水質の保全 

②大気の保全 

③地下水及び土壌の汚染対策 

④化学物質対策，放射線対策 

⑤水循環の保全 

⑥環境美化，不法投棄対策 

⑦近隣公害対策 

生物，生態系，水域，緑地等の地形等の自然的要素の観点から，市街化調整区域を中心に

自然環境の保全を目指すものです。 

市街化調整区域の主な土地利用は農地であるため，環境と農業の『共存』を踏まえた自然

環境保全を重点テーマと捉えます。 

 

人の生活，活動に伴い環境に変化を与える要素の観点から，生活環境の保全と循環型社会

の形成を目指すものです。 

化学物質等による環境悪化や健康被害の防止，抑制，ごみ減量化等をはじめとした 3R を

重点テーマと捉えます。 
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  ◆基本目標 3（快適環境分野）◆ 

    景観や環境資源に親しみ，快適で魅力あふれる住環境の形成に努めます。 

  《代表的指標》 緑のオープンスペースの確保⇒10.0 ㎡/人（柏市緑の基本計画平成 

           37 年度目標値） 

 

  ◆基本目標 4（地球環境分野）◆ 

   地球温暖化対策を進め，持続可能な低炭素・気候変動適応社会の構築に努めます。  

  《代表的指標》 市域の温室効果ガス排出量の削減⇒H32 年度までに H17 年度比 

           3.8%削減（第二期柏市地球温暖化対策計画平成 32 年度目標値） 

 

 

 

 

 

基本方針 施策の方向性 主な関連計画 

3-1 緑と潤いの創出，景 

   観の向上 

①緑の創出・保全・活用 

②水と緑を活かした景観の形成 

柏市緑の基本計画 

柏市景観計画 

柏市観光基本計画 

柏市都市農業活性化計画 

3-2 土地の適正な利活用 ①土地の荒廃地化防止策の検討 

3-3 環境資源の活用 ①環境資源の情報整備・発進 

②自然や農業を核とした人の交流の活性化 

基本方針 施策の方向性 主な関連計画 

4-1 低炭素ライフへの転 

   換 

①市民・事業者への啓発・支援 

②新規分野への取組の拡大 

第二期柏市地球温暖化対策

計画 

柏市低炭素まちづくり計画 4-2 低炭素まちづくりの 

   推進 

①拠点の省エネルギー化 

②移動支援とネットワークの充実 

4-3 適応策を含めた新た 

   な取組の検討・実施 

①気候変動適応策の検討・実施 

人の心“安らぎ”や“うるおい”を与える要素の観点から，市街化区域を中心に，良好な

住環境の形成を目指すものです。 

人口減少と土地利用の低下が住環境に大きく影響することを踏まえて，緑の活用による住

環境の向上を重点テーマと捉えます。 

人の活動が地球規模の環境に影響を与える要素の観点から，持続可能な低炭素・気候変動

適応社会の構築を目指すものです。 

温室効果ガス排出量を削減する低炭素社会づくりとともに，将来の避けられない気候変動

への適応を重点テーマと捉えます。 
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  ◆ 情 報 発 信 と 協 働 ◆  

 （ 1） 環境情報の発信，共有  

 （ 2） 協働の推進  

 （ 3） 市民との協働  

 （ 4） 事業者との協働  

 （ 5） 民間団体活動の促進  

 （ 6） 公共団体等との協力・連携  

  具体的な取組の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の推進  

 計画の実効性を確保し，着実な推進を図るた

めに，「柏市環境管理システム（KEMS；

Kashiwa Environmental Management 

System)」を用いて，本計画の進捗管理を行い

ます。 

 

 

◆里山ボランティア入門講座 ◆ごみ減量出前講座 

◆ゴミゼロ運動 ◆ハウディモール景観づくり 
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５ 重点プロジェクト 

  「４つの基本目標」と「情報発信と協働」において，本計画を先導し，また進捗の目

安となる５つの重点プロジェクトを次のように定めます。 

 (1) 谷津の保全 

  谷津は，生物多様性や水循環，景観等の観点から重要な環

境資源ですが，近年は土地所有者の高齢化等により荒廃地

化が進み，埋め立てられる事例等が見受けられます。この

ため，①谷津保全策の策定及び運用，②自然とのふれあい

に向けた活用，に取り組み，谷津の自然環境を保全します。 

 

 (2) 3R の推進 

  循環型社会の形成を推進するため，ごみの減量化を第一

として，ごみの排出抑制（Reduce），再使用（Reuse），

再生利用（Recycle）の 3R の普及・促進が求められていま

す。このため，①生ごみ処理容器等購入費補助事業の推進，

②継続的な啓発の推進，に取り組みます。 

 

(3) 緑のオープンスペースの確保 

  近年の都市化の進展に伴う市民が憩う緑のオープンスペ

ースの減少に加えて，今後は人口減少や高齢化による土地

の低未利用地化が懸念されています。このため，①低未利

用地の活用の推進，②公園等の活用の推進，に取り組み，

日常を快適に生活できる住環境の維持・向上につなげます。 
 

 (4) 省エネ・創エネの促進 

  地球温暖化の原因となる温室効果ガスの削減を，今後さら

に進めていくためには，家庭やオフィス等の事業所から排

出される CO2 を削減することが特に求められています。こ

のため，①家庭や事業所の低炭素化の推進，②新たなエネ

ルギー技術の活用，に取り組み，省エネ行動の促進に加え

て，エネルギーの自給に向けた取組を合わせて推進します。 

 

(5) 環境学習の推進  

  現在，本市では，ボランティア団体や NPO 等，様々な主

体によって環境学習が実施されていますが，今日の複雑化

した環境問題に対応するためには，より主体的に行動する

人を育てる必要があります。このため，①環境に関する学

びと実践の支援，②学校における環境教育の支援，に取り

組み，本計画の取組の実効性を高めます。 

◆谷津の環境  

◆ ク リ ン ち ゃ ん  

  
柏市ごみ減量マスコットキャラクター  

◆雑木林活用型公園のイメージ  

資料：柏市緑の基本計画 

◆低炭素な市民生活のイメージ 

資料：第二期柏市地球温暖化対策計画 

◆里山ボランティア入門講座 



Ⅱ　平成２９年度実施状況

基本目標 実施事業

谷津田の保全（生物多様性地域戦略事業）

担い手育成総合支援事業
（農業後継者・新規就農者育成事業）

経営改善フォローアップ事業
（農業後継者・新規就農者育成事業

環境にやさしい農業推進事業
（環境保全型農業直接支援交付金）

谷津田の保全（生物多様性地域戦略事業）

自然環境調査（生物多様性地域戦略事業）

重要地区候補地の保全（生物多様性地域戦略事業）

特定外来生物の防除（生物多様性地域戦略事業）

淡水魚貝類種苗放流事業

2 生活環境 資源品分別・資源化事業

プラスチック分別・資源化事業

生ごみ処理容器等購入補助事業

リサイクルプラザリボン館事業

家具・リサイクル事業

ごみの減量・啓発事業

小型家電の回収（使用済小型家電リサイクル事業）

啓発活動（使用済小型家電リサイクル事業）

出前授業（使用済小型家電リサイクル事業）

立入り指導（事業系一般廃棄物の減量）

３Ｒ推進事業所及び３Ｒ推進店推奨制度
（事業系一般廃棄物の減量）

ドリームフラワープロジェクト事業

ゴミゼロ運動事業

園芸用廃プラスチック適正処理対策事業

建設副産物の再資源化（環境に配慮した水道事業運営）

塵芥処理施設管理運営事業

合併処理浄化槽設置普及事業

水質調査及び水生生物調査（手賀沼浄化対策事業）

手賀沼水質浄化に係る啓発活動（手賀沼浄化対策事業）

手賀沼船上見学会（手賀沼浄化対策事業）

環境中調査（ＤＸＮ類対策特別措置法の環境監視等）

特定事業所立入検査（ＤＸＮ類対策特別措置法の環境監視等）

浄化槽の適正管理指導

公共用水域の監視

水質汚濁防止法および湖沼水質保全特別措置法等の立入検査

公共下水道（汚水）の整備

水洗化の普及事業

1-1 水と緑の保
全・活用

②農業環境の維持・拡大

③樹林地や水辺，谷津田の保全

1-2 生物多様性
の保全・再生

②生きものが継続して，生息･
生育できる環境の保全･再生

2-1 ごみの減
量，資源循環の
推進

①3R行動の普及・促進

2-2 ごみの適正
処理

②施設の老朽化対策

1 自然環境

2-3 安全な生活
環境の維持

①水質の保全

１　実施事業一覧

基本方針 施策の方向性

①農地の多面的機能の再評価

①生きものの種と生態系の把握

①ごみ処理システムの安定化
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常磐自動車道の交通騒音等調査（交通騒音等調査）

国道６号及び１６号の交通騒音等調査（交通騒音等調査）

市内幹線道路周辺の交通騒音等調査（交通騒音等調査）

大気汚染防止法の立入検査（ばい煙発生施設）

大気常時監視

有害大気汚染物質モニタリング調査

地下水汚染の調査，汚染防止対策

放射線対策事業（給食）

私有地の空間放射線量率測定

空間線量の定期モニタリング

食の安全・安心対策推進事業

放射線対策事業（給食）

名戸ヶ谷ビオトープ自然観察会
（湧水・ビオトープの活用・管理）

流域貯留浸透事業

不法投棄対策事業

ぽい捨て等防止事業

産業廃棄物不法投棄監視事業

産業廃棄物処理業者指導監督事業

使用済自動車処理業者指導監督事業

ＰＣＢ廃棄物の適正保管及び処理を推進する事業

土砂等の埋立等の規制条例

６国プロジェクト（ＲＯＫＫＯＫＵ　ＰＲＯＪＥＣＴ）

公害苦情処理

公共下水道（雨水）の整備

施設の緑化（緑化推進事業）

緑のカーテン（緑化推進事業）

緑の羽根募金（緑化推進事業）

市民との協働による緑化・保全事業（人材育成）

カシニワ制度の登録推進（市民との協働による緑化・保全事業）

柏リフレッシュ公園整備事業

こんぶくろ池公園整備事業

柏北部区画整理地内公園整備事業

高柳西側区画整理地内公園整備事業

公園整備事業

公園内の管理（公園管理事業）

あけぼの山公園管理運営事業

景観普及啓発

暫定整備及び維持管理（こんぶくろ池公園管理事業）

3-1 緑と潤いの
創出，景観の向
上

①緑の創出・保全・活用

②水と緑を活かした景観の形成

②大気の保全

④化学物質対策，放射線対策

⑤水循環の保全

⑥環境美化，不法投棄対策

⑦近隣公害対策

③地下水及び土壌の汚染対策

3 快適環境
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生活環境の整備

公園・緑地・オープンスペースの確保
（アクションプランの推進事業）

市民との協働による緑化・保全事業（人材育成）

カシニワ制度の登録推進（市民との協働による緑化・保全事業）

観光情報等の提供事業

手賀沼観光振興事業

ＰＲ活動（こんぶくろ池公園管理事業）

手賀沼エコマラソン大会

生物多様性関連事業（環境ステーション事業）

手賀沼アグリビジネスパーク事業（都市農業活性化推進事業）

4 地球環境 地域ウォークの推進

環境保全協定

環境保全協議会

地球温暖化対策関連事業（環境ステーション事業）

自動車台数調査（低公害車普及促進事業）

エコドライブの啓発活動
（低公害車普及促進事業）

柏市エコアクションプラン

緑のカーテン普及促進（市民）

かしわ環境フェスタ

柏市エコハウス促進総合補助金

フットパス事業

COOL CHOICEの推進

中小企業融資資金事業

柏市建築物環境配慮制度に関する事務事業

理科支援事業

環境学習実践事例集

啓発活動（環境に配慮した水道事業運営）

環境学習の推進

4-1 低炭素ライ
フへの転換

①市民・事業者への啓発・支援

3-2 土地の適正
な利活用

①土地の荒廃地化防止策の検討

3-3 環境資源の
活用

①環境資源の情報整備・発信

②自然や農業を核とした人の交
流の活性化

②新規分野への取組の拡大

●エコハウス促進総合補助金 ●緑のカーテン（ゴーヤ）
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省エネ行動の推進

低公害車の導入（資産管理課）

エコステーション運営費補助金（低公害車普及促進事業）

土地貸し，屋根貸し

柏市公共施設等低炭素化指針

電力の調達に係る環境配慮契約

第二清掃工場運転管理委託

柏市商工団体共同施設設置等補助金
（街路灯電気料等補助を含む）

柏駅西口北地区市街地再開発事業

中心市街地活性化事業

小学校トイレ改修事業

中学校トイレ改修事業

柏の葉小学校（小中連携）整備

（仮称）柏北部中央地区新設中学校整備

低公害車の導入（消防局　警防課）

柏駅周辺まちづくり１０ヵ年計画に基づく事業

乗合ジャンボタクシー運行補助事業

予約型相乗りタクシー「カシワニクル」運行事業

自転車通行環境整備事業

レンタサイクル事業

防災気象情報に関する事業

感染症予防事業

健康危機管理事業

柏市グリーン購入調達方針

ヒートアイランド現象対策

4-3 適応策を含
めた新たな取組
の検討・実施

①気候変動適応策の検討・実施

4-2 低炭素まち
づくりの推進

①拠点の省エネルギー化

②移動支援とネットワークの
充実

名戸ヶ谷ビオトープの鳥たち

●カワセミ ●クイナ ●カルガモ

●ツバメ ●タシギ ●ダイサギ
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◆基本目標１（自然環境分野）◆

登録事業名 谷津田の保全 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

保全協定締結率 4%

通年 判定

45.2% 達成

登録事業名 自然環境調査 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

講座の開催回数 1回

通年 判定

3回 達成

登録事業名 特定外来生物の防除 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

防除件数 適宜

通年 判定

5件 達成

目標

目標値の達成状況

生態系を保全するため，アライグマ，カミツキガメ等の特定外来生物を防
除する。

目標

目標値の達成状況

２　主な実施事業

保全対象谷津にある谷津田の土地所有者と保全協定を締結し，谷津田の保
全を行う。

目標

目標値の達成状況

平成28～30年度の3年間で市内全域の動植物の調査を実施する。また，自
然環境調査員のための講座を開催する。

10



◆基本目標２（生活環境分野）◆

登録事業名
リサイクルプラザリボン館
事業

担当部署 廃棄物政策課

事業内容

指標 目標値

参加者数 700人以上

通年 判定

10,552人 達成

登録事業名 小型家電の回収 担当部署 廃棄物政策課

事業内容

指標 目標値

小型家電回収量 4ｔ以上

通年 判定

5.1t 達成

登録事業名 ゴミゼロ運動事業 担当部署 環境サービス課

事業内容

指標 目標値

ゴミゼロ運動の開催回数 1回

通年 判定

1回 達成

目標

目標値の達成状況

ふるさと協議会，町会，ボランティア団体，企業，商店会などに参加を呼び
かけ毎年５月に，市内のぽい捨てごみ等を拾い集める「ゴミゼロ運動」を実
施する。

目標

目標値の達成状況

市民公益活動団体と連携し，リボン館の内外において各種３Ｒ体験教室や講
座，講演会，清掃施設見学，関連イベント等を開催する。

目標

目標値の達成状況

市内１８箇所に回収ボックスを設置し，家庭から出る使用済み小型家電を回
収する。
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◆基本目標３（快適環境分野）◆

登録事業名 手賀沼観光振興事業 担当部署 商工振興課

事業内容

指標 目標値

手賀沼レンタサイクル利
用人数

スタンプラリー訪問者数

5,000人
2,880人

通年 判定

6,030人
3,527人

達成

登録事業名 手賀沼エコマラソン大会 担当部署 スポーツ課

事業内容

指標 目標値

エントリー数 10,000人

通年 判定

10,725人 達成

登録事業名
緑のカーテン
（緑化推進事業）

担当部署 公園緑政課

事業内容

指標 目標値

緑のカーテンの実施
（5月～9月）
点検4回/月

通年 判定

20回 達成

目標

目標値の達成状況

公共施設に緑化施設を設置することで波及効果を期待すると共に，質の高いモ
デルとなる様な緑化をする。

目標

目標値の達成状況

我孫子市，印西市及び周辺観光施設と連携したスタンプラリーや，手賀沼のス
ポーツ振興を目的に我孫子市との合同事業としてレンタサイクル事業を実施す
る。

目標

目標値の達成状況

実行委員会と連携して手賀沼エコマラソンの円滑な開催のための準備と周知を
行う。一般応募に先立ち，地元優先枠を設けて募集する。（エントリーのイン
ターネットによる一元化）
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◆基本目標４（地球環境分野）◆

登録事業名 COOL CHOICEの推進 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

賛同者数 3,000人

通年 判定

3,032人 達成

登録事業名 柏市エコアクションプラン 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

温室効果ガス削減率
（平成24年度比）

9.4%

通年 判定

16.4% 達成

登録事業名 フットパス事業 担当部署 環境政策課

事業内容

指標 目標値

イベントの開催回数 2回

通年 判定

2回 達成

目標

目標値の達成状況

市民のおでかけ促進，環境保全からまちづくりまで多用な効果を生み出すた
め，フットパスコースの作成及びイベントを開催する。

目標

目標値の達成状況

柏レイソルホームゲームでのCOOL CHOICEマッチの開催，市内各イベント
へのブースの出展等により，来場者へCOOL CHOICEの賛同を依頼する。

目標

目標値の達成状況

全ての職員が取り組むべき省エネ行動等を示し，公共施設から排出される温
室効果ガス排出量を削減する。
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３　実施事業結果
 ◆基本目標１（自然環境分野）◆

多様な生物が生息できる環境を目指し，豊かで魅力ある自然環境の保全に努めます。

代表的指標 現況値 目標値

谷津田の保全協
定締結率

45.2%
20%

(平成37年度)

基本方針１－１　水と緑の保全・活用

指標 目標値 通年 判定

谷津田の保全
（生物多様性地
域戦略事業）

保全協定
締結率

4% 45.2% 達成 環境政策課

担い手育成総合
支援事業
（農業後継者・
新規就農者育成
事業）

新規担い手数 4件 4件 達成 農政課

経営改善フォ
ローアップ事業
（農業後継者・
新規就農者育成
事業）

経営相談・
講習会数

4件 0件 未達成 農政課

環境にやさしい
農業推進事業
（環境保全型農
業直接支援交付
金）

実施面積 2,000a 3,647a 達成 農政課

事業内容 担当部署登録事業名

内容

本協定は，重点プロジェクトにおける谷津の保全指針
に基づいた事業です。指標の数値は，指針で定められ
た保全対象地の谷津田の面積のうち，谷津田の土地所
有者と市で谷津田保全協定を締結した谷津田の面積の
割合を示しています。

目標
目標値の
達成状況

保全対象谷津にある谷津田の土
地所有者と保全協定を締結し，
谷津田の保全を行う。

担い手育成総合支援事業とし
て，座学研修(農業大学校）及び
実地研修（里親農家）を経て就
農生産部会への加入，地域への
定着支援を実施する。

農業経営のビジネス意識を高
め，経営の見直しを図るため，
経営相談や講習会を実施し，経
営力の向上を目指す。

環境と調和のとれた持続的な農
業を推進するため，地球温暖化
防止や生物多様性保全に効果の
高い営農活動（緑肥，堆肥施
用，有機農業等）を行った農業
者に交付金を交付する。
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基本方針１－２　生物多様性の保全・再生

指標 目標値 通年 判定

自然環境調査
（生物多様性地
域戦略事業）

講座の
開催回数

1回 3回 達成 環境政策課

重要地区候補地
の保全
（生物多様性地
域戦略事業）

カルテ作成・
更新箇所数

34箇所 34箇所 達成 環境政策課

特定外来生物の
防除
（生物多様性地
域戦略事業）

防除件数 適宜 5件 達成 環境政策課

淡水魚貝類種苗
放流事業

放流量 180kg 110kg 未達成 農政課

目標値の
達成状況

目標
事業内容 担当部署登録事業名

平成28～30年度の3年間で市内
全域の動植物の調査を実施す
る。また，自然環境調査員のた
めの講座を開催する。

生態系を保全するため，アライ
グマ，カミツキガメ等の特定外
来生物を防除する。

手賀沼の水質浄化及び生態系維
持を目的とし漁業協同組合が漁
業権を持つ河川にヘラブナ等の
種苗を放流する。

柏市生きもの多様性プランで定
める生きもの多様性重要地区候
補地のカルテ作成及び更新を行
う。

「特定外来生物アライグマ － なぜ問題なのか －」 「これだけは知っておきた
い「外来生物」のはなし」
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 ◆基本目標２（生活環境分野）◆

安全で健康に暮らせる生活環境を目指し，また環境負荷の少ない循環型社会の形成に努めます。

代表的指標 現況値 目標値

ごみの排出原単
位の削減

880g/人・日 830g/人・日
(平成33年度)

環境基準の
達成・維持

達成
達成・維持

(平成37年度)

基本方針２－１　ごみの減量，資源循環の推進

指標 目標値 通年 判定

資源品分別・
資源化事業

総資源化率 15%以上 30% 達成 廃棄物政策課

プラスチック
分別・資源化
事業

容器包装
プラスチック

資源化量
4,500ｔ以上 4,525t 達成 廃棄物政策課

生ごみ処理容器
等購入補助事業

補助件数 60件以上 81件 達成 廃棄物政策課

リサイクルプラ
ザリボン館事業

参加者数 700人以上 10,552人 達成 廃棄物政策課

事業内容 担当部署登録事業名

家庭から分別のうえで排出され
る資源品について，品目ごとに
圧縮梱包等を行った後，再資源
化事業者等に引き渡す等の仕組
みの中で，ごみの資源化や減量
を推進する。

容器包装リサイクル法の定めに
基づき，容器包装プラスチック
類の分別収集・異物の選別及び
圧縮保管を行った後，国の指定
法人へ円滑に引き渡し，その資
源化を促進する。

生ごみ処理容器等の購入者に対
し購入費の一部を助成すること
で，購入を促進する。また，助
成した者の中から抽出して利用
状況等の調査を行い，効果を測
定する。

市民公益活動団体と連携し，リ
ボン館の内外において各種３Ｒ
体験教室や講座，講演会，清掃
施設見学，関連イベント等を開
催する。

目標
目標値の
達成状況

内容

柏市一般廃棄物処理基本計画の目標値です。同計画の
改定に合わせて目標値を改めます。
ごみの排出原単位とは，市民１人１日当たりのごみの
平均排出量のことです。

環境基準とは，人の健康の保護及び生活環境の保全の
うえで，維持されることが望ましい基準として，環境
基本法第十六条に基づき定められています。
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指標 目標値 通年 判定

家具・リサイク
ル事業

リサイクル家具
販売個数

40個以上 51個 達成 廃棄物政策課

ごみの減量・啓
発事業

啓発事業
実施回数

3回以上 3回 達成 廃棄物政策課

小型家電の回収
（使用済小型家
電リサイクル事
業）

小型家電
回収量

4ｔ以上 5.1t 達成 廃棄物政策課

啓発活動
（使用済小型家
電リサイクル事
業）

イベント回収
実施回数

2回以上 3回 達成 廃棄物政策課

出前授業
（使用済小型家
電リサイクル事
業）

出前授業にお
ける出張回収

回数
2回以上 2回 達成 廃棄物政策課

立入り指導
（事業系一般廃
棄物の減量）

立入り
指導件数

7事業所
以上

10事業所 達成 廃棄物政策課

３Ｒ推進事業所
及び３Ｒ推進店
推奨制度
（事業系一般廃
棄物の減量）

３Ｒ推進事業
所及び３Ｒ推
進店推奨制度
登録店舗数

25店以上 30店 達成 廃棄物政策課

事業内容
目標

目標値の
達成状況 担当部署登録事業名

３Ｒに積極的に取り組む企業を
市が推奨し広報媒体で紹介する
ことで，市民の当該企業の利用
による３Rへの貢献と，利用者の
増による企業の利益創造の好循
環を創出する。

多量のごみの排出が見込まれる
事業者から一定数を抽出し，減
量計画書の提出依頼，資源化の
実施状況等の聞き取り調査，保
管状況等の現地での確認及び指
導を行う。

リユース啓発の一環として，放
置自転車及び粗大ごみとして排
出された家具の中から，状態の
良いものをリボン館で修理・整
備した後，展示・販売を行う。

ごみ減量広報紙等による市民や
事業者への啓発と併せて，より
多くの市民や事業者を巻き込み
ながら主体的に減量行動を進め
ていく体制や仕組みの構築を行
う。

市内１８箇所に回収ボックスを
設置し，家庭から出る使用済み
小型家電を回収する。

市広報や公式ウェブサイト，イ
ベント等において市民への周知
を行い，回収量の増加を図る。

市内の小学校において，小型家
電の回収ボックス設置及び解説
を行うことで，体験型の環境教
育を提供する。
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指標 目標値 通年 判定

ドリームフラ
ワープロジェク
ト事業

花壇に
苗を植えた
小中学校数

10校以上 12校 達成 廃棄物政策課

ゴミゼロ運動事
業

ゴミゼロ運動
の開催回数

1回 1回 達成
環境サービス
課

園芸用廃プラス
チック適正処理
対策事業

回収量 16t 10t 未達成 農政課

建設副産物の再
資源化
（環境に配慮し
た水道事業運
営）

建設副産物の
再資源化率

100％ 95.2% 未達成
（水道）総務
課

担当部署登録事業名
目標

目標値の
達成状況

市内小中学校から発生した給食
残渣からできた堆肥で育成した
苗を，希望する小中学校の花壇
に児童が描いたデザインどおり
植える。

ふるさと協議会，町会，ボラン
ティア団体，企業，商店会など
に参加を呼びかけ毎年５月に，
市内のぽい捨てごみ等を拾い集
める「ゴミゼロ運動」を実施す
る。

農協等に集積場を設置して農業
用廃プラスチックを回収する。
また，協議会で回収した廃プラ
スチック類を県指定のリサイク
ルセンターへ運搬し，再生資源
化を実施する。

再資源化への取組みの促進（工
事で発生した建設副産物の再利
用を図る。再資源化施設へ搬出
することによりリサイクルの促
進に努める）

事業内容

リサイクルプラザリボン館事業 家具・リサイクル事業

３Rの啓発として，ごみ分別
ゲームなどをリボン館内外のイ
ベントで実施しています。

粗大ごみとして排出された家
具を修繕し，リボン館で展示
販売しています。
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基本方針２－２　ごみの適正処理

指標 目標値 通年 判定

塵芥処理施設管
理運営事業

履行確認 12回 12回 達成
北部クリーン
センター

基本方針２－３　安全な生活環境の維持

指標 目標値 通年 判定

合併処理浄化槽
設置普及事業

補助件数 18件 4件 未達成 環境政策課

水質調査及び水
生生物調査
（手賀沼浄化対
策事業）

調査実施回数 2回 2回 達成 環境政策課

手賀沼水質浄化
に係る啓発活動
（手賀沼浄化対
策事業）

イベント
参加回数

4回 4回 達成 環境政策課

手賀沼船上見学
会
（手賀沼浄化対
策事業）

見学会の回数 60回 53回 未達成 環境政策課

目標値の
達成状況

目標値の
達成状況 担当部署

担当部署

登録事業名

登録事業名

事業内容

目標

くみ取り便所及び単独浄化槽か
ら合併処理浄化槽への転換を行
う際の設置工事費を補助する。

手賀沼流域の市民団体，事業
者，行政の協働・連携により，
手賀沼流域の湧水，河川の水質
調査及び水生生物調査を行う。

目標

手賀沼水質浄化の啓発として，
小学4年生及び市民を対象に手賀
沼船上見学会を行う。

手賀沼水質浄化を促進するた
め，各種イベントに参加し，市
民に対して啓発活動を行う。

事業内容

柏市清掃工場長期責任委託事業
契約に基づき受託者が行う適正
な運転管理の履行確認を行う。
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指標 目標値 通年 判定

環境中調査
（ＤＸＮ類対策
特別措置法の環
境監視等）

環境基準
達成率

100% 100% 達成 環境政策課

特定事業所立入
検査
（ＤＸＮ類対策
特別措置法の環
境監視等）

立入検査件数 7社 ７社 達成 環境政策課

浄化槽の適正管
理指導

チラシ配布数 6,000部 5,971部 未達成 環境政策課

公共用水域の監
視

環境基準
達成率

100% 100% 達成 環境政策課

水質汚濁防止法
および湖沼水質
保全特別措置法
等の立入検査

排水基準
超過率

立入事業所数

0％
70件

29％
66件

未達成 環境政策課

公共下水道（汚
水）の整備

人口普及率 91.3% 90.2% 未達成 下水道整備課

水洗化の普及事
業

下水道
接続件数

90件
（訪問件

数約
3,000件
の3％）

186件
（訪問件

数約
3900件

の4.8％）

達成
下水道維持管
理課

担当部署

目標値の
達成状況登録事業名

大気６地点（年４回），河川水
質及び底質４地点（水質は年２
回，底質は年１回），地下水２
地点（年１回），土壌３地点
（年１回）において環境中調査
を実施する。

ダイオキシン特別措置法に基づ
く特定事業所について立入検査
を実施する。

浄化槽清掃時に浄化槽設置者
（管理者）に対して，法定検査
の受診，定期的な保守点検及び
清掃の実施を促す啓発チラシの
配布等を行う。

環境基準点等の水質測定及び特
定事業場の立入検査を実施し，
公共用水域の水質監視を継続す
る。

事業場の立入検査を実施し，水
質汚濁防止法等の遵守状況を確
認すると共に公共用水域の水質
保全を図る。

人口普及率が８割を超えている
が，未普及地区の整備が課題と
なっているため，社会資本総合
整備計画（計画期間H28～32）
に基づく国からの交付金をもと
に公共下水道を整備する。

水洗化普及員による下水道未接
続家屋等に対する普及活動を行
う。

事業内容
目標
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指標 目標値 通年 判定

常磐自動車道の
交通騒音等調査
（交通騒音等調
査）

実態把握 1回 1回 達成 環境政策課

国道６号及び１
６号の交通騒音
等調査
（交通騒音等調
査）

実態把握 1回 1回 達成 環境政策課

市内幹線道路周
辺の交通騒音等
調査
（交通騒音等調
査）

実態把握 1回 1回 達成 環境政策課

大気汚染防止法
の立入検査
（ばい煙発生施
設）

立入検査件数 30件 35件 達成 環境政策課

大気常時監視
環境基準
達成率

100% 100% 達成 環境政策課

有害大気汚染物
質モニタリング
調査

環境基準
達成率

100% 100% 達成 環境政策課

地下水汚染の調
査，汚染防止対
策

地下水汚染除
去装置設置数

4地点 5地点 未達成 環境政策課

放射線対策事業
（給食）

放射性物質
検出数

0件 0件 達成 保育運営課

担当部署事業内容
目標

目標値の
達成状況登録事業名

大気汚染防止法に基づくばい煙
発生施設等の立入及び適正管理
指導を実施する。

市内の汚染状況について積極的
に情報収集を行うとともに，汚
染の程度等に応じた対策（除
去，監視）を行う。

幼稚園及び保育園で実際に提供
された給食の放射性物質検査を
実施し，安全性を確認する。結
果については，園等に掲示し，
保護者へ通知する。

市内５地点において，年１２回
大気中の有害物質について調査
を実施する。

常磐自動車道における道路騒音
について常時監視し，実態の把
握を行う。

市内に設置されている測定局に
おいて，窒素酸化物等の大気汚
染物質を常時測定する。

国道６号及び１６号における道
路騒音，振動を監視し，実態の
把握を行う。

市内の幹線道路周辺の自動車騒
音を面的評価し，実態の把握を
行う。
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指標 目標値 通年 判定

私有地の空間放
射線量率測定

測定件数 30件 14件 未達成 環境政策課

空間線量の定期
モニタリング

測定回数 3回 3回 達成 環境政策課

食の安全・安心
対策推進事業

農産物の
検査回数

80検体 80検体 達成 農政課

放射線対策事業
（給食）

柏市オフィ
シャルホーム
ページにおけ
る検査結果の

公表回数

月1回 月1回以上 達成 学校保健課

名戸ヶ谷ビオ
トープ自然観察
会
（湧水・ビオ
トープの活用・
管理）

自然観察会の
実施回数

2回 2回 達成 環境政策課

流域貯留浸透事
業

指導及び
検査回数

随時 随時 達成
雨水排水対策
室

不法投棄対策事
業

パトロール及
び回収の実施

244日 244日 達成
環境サービス
課

ぽい捨て等防止
事業

禁煙等強化区
域内・外にお
ける路上喫煙
防止パトロー

ルの実施

244日 244日 達成
環境サービス
課

目標値の
達成状況 担当部署

環境美化を目的に路上喫煙等防
止パトロール，柏市内各駅周辺
ぽい捨てごみ清掃，啓発物資の
配布及び設置等を実施する。

名戸ヶ谷ビオトープにおいて，
市民や地域の小学生を対象に，
自然観察会や近隣学校での総合
学習を実施する。

登録事業名 事業内容
目標

下流域での浸水被害の防止及び
雨水の地下への浸透による水環
境を改善するため，開発行為の
雨水の流出について抑制指導す
る。

防止カメラの設置，不法投棄廃
棄物の回収及び適正処理，不法
投棄対策協議会の開催，警察署
との連携，近隣市不法投棄対策
情報交換会への参加を実施す
る。

市民からの申し出に基づき，市
職員により私有地の空間放射線
量率を測定する。

携帯型環境放射線測定器を用い
た車載走行及び歩行測定によ
り，市内主要道路及び駅周辺の
空間放射線量率を把握し，その
結果を公表する。

市職員が直接サンプリングを実
施し，検査室において農産物の
放射性物質検査を行う。また，
検査結果についてホームページ
や広報などを通じて公表してい
く。

年間を通じ食材検査及び提供食
まるごと検査を行い，結果につ
いては学校への通知及びホーム
ページで公表する。また，学校
給食センター分は8月を除く月一
回検査を行う。
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指標 目標値 通年 判定

産業廃棄物不法
投棄監視事業

監視パトロー
ルの年間実施

回数
350回 292回 未達成

産業廃棄物対
策課

産業廃棄物処理
業者指導監督事
業

産業廃棄物処
理施設への立
入検査の件数

21件 27件 達成
産業廃棄物対
策課

使用済自動車処
理業者指導監督
事業

使用済自動車の
引取業者及びフ
ロン回収業者並
びに解体業者及
び破砕業者への
立ち入り検査の

件数

15件 16件 達成
産業廃棄物対
策課

ＰＣＢ廃棄物の
適正保管及び処
理を推進する事
業

ＰＣＢ廃棄物
に係る立入検

査の件数
25件 39件 達成

産業廃棄物対
策課

土砂等の埋立等
の規制条例

埋立事業の許
可及び届出に
係る埋立事業
区域内への立
入検査の件数

80件 121件 達成
産業廃棄物対
策課

６国プロジェク
ト（ROKKOKU
PROJECT）

地域住民との
地下道清掃

回数
2回 2回 達成

中心市街地整
備課

公害苦情処理 指導件数 300件 127件 未達成 環境政策課

公共下水道（雨
水）の整備

都市浸水対策
達成率

21.8% 21.8% 達成 下水道整備課

登録事業名 事業内容
目標

目標値の
達成状況 担当部署

計画的な雨水管整備（大堀川右
岸第７号－２雨水幹線整備）。
浸水被害が多発している地区で
の早急な雨水幹線整備（大堀川
右岸第８排水区整備（豊四季，
今谷上町地区））。

公害苦情に対応し，関係法令等
があるものはそれに基づいて問
題解決に当たり，それ以外につ
いては軽減策を指導する。

使用済自動車の解体業及び破砕
業に係る許可を適切に行うとと
もに， 引取業者，フロン回収業
者，解体業業者及び破砕業者に
対して使用済自動車の適正処理
について指導・監督を行う。

ＰＣＢ廃棄物を保管している事
業者に対してＰＣＢ廃棄物の適
正な保管及び処理について指
導・監督を行う。

土砂等の埋立て等に係る許可等
を適切に行うとともに，埋立事
業者に対して埋立事業の適切な
施工について指導・監督を行
う。

柏駅西口周辺地区における良好
な生活環境の形成、回遊性の向
上等を図るため、国道６号地下
道空間において、柏駅の西口周
辺地区の関係者が主となり活動
するものを支援する。

監視パトロールにより，産業廃
棄物の不法投棄等の不適正処理
を未然に防止する。不適正堆積
等を行う行為者等に対し，産業
廃棄物の搬出及び適正処理の指
導を行う。

産業廃棄物処理業に係る許可等
を適切に行うとともに，産業廃
棄物処理業者に対して産業廃棄
物の適正処理について指導・監
督を行う。
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◆基本目標３（快適環境分野）◆

景観や環境資源に親しみ，快適で魅力あふれる住環境の形成に努めます。

代表的指標 現況値 目標値

緑のオープンス
ペースの確保

8.14㎡/人
10.0㎡/人

(平成37年度)

基本方針３－１　緑と潤いの創出，景観の向上

指標 目標値 通年 判定

施設の緑化
（緑化推進事
業）

施設緑化面積 15% 18.25% 達成 公園緑政課

緑のカーテン
（緑化推進事
業）

緑のカーテン
の実施

(5月～9月)
点検

4回/月
20回 達成 公園緑政課

緑の羽根募金
（緑化推進事
業）

（公社）千葉
県緑化推進委
員会が指定す

る目標額

1,141,000円 739,108円 未達成 公園緑政課

柏リフレッシュ
公園整備事業

用地取得率 75.5% 75.5% 達成 公園緑政課

事業内容

公共施設に緑化施設を設置する
ことで波及効果を期待すると共
に，質の高いモデルとなる様な
緑化をする。

緑の羽根をシンボルに国土の緑
化を進めることや緑化意識の向
上を期待して、緑の羽根募金を
実施する。

市有地化を図るため，借地部の
地権者と協議を行い早期に用地
取得を進める。

柏市緑の基本計画の目標値です。今後の同計画の改定
に合わせて目標値を改めます。
緑のオープンスペースとは，行政が整備・管理を行う
都市公園・農業公園・運動場・運動広場の他，行政が
民有地を借地して公園的な場所として開放する児童遊
園・子供の遊び場・市民緑地・みどりの広場や，市民
団体等が整備・管理を行なうカシニワを加えた，市民
が自由に利用することができる公園的な空間を指しま
す。

開発行為等の緑化基準や緑化ガ
イドラインを基に緑化推進す
る。特に，緑化推進重点地区に
おいて基本緑化率にプラスして
緑化を配置し，街に潤いや彩り
のある空間を創出する。

目標
目標値の
達成状況 担当部署

内容

登録事業名
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指標 目標値 通年 判定

こんぶくろ池公
園整備事業

市公社用地
取得率

（仮換地
ベース）

88.6% 88.6% 達成 公園緑政課

柏北部区画整理
地内公園整備事
業

公園整備設計
箇所数

工事3箇所 工事3箇所 達成 公園緑政課

高柳西側区画整
理地内公園整備
事業

公園整備設計
箇所数

工事1箇所
設計1箇所

工事1箇所
設計1箇所

達成 公園緑政課

公園整備事業
都市公園の遊
具施設改修

22基 35基 達成 公園管理課

公園内の管理
（公園管理事
業）

公園数 674箇所 674箇所 達成 公園管理課

あけぼの山公園
管理運営事業

里山講座の開
催回数

1回 0回 未達成 公園管理課

市民との協働に
よる緑化・保全
事業
（人材育成）

里山活動人材 5人 9人 達成 公園緑政課

事業内容
目標

担当部署

目標値の
達成状況

指定管理者制度による管理・運
営を実施。  事業として，お茶
会，茶道講習会，四つ目垣講習
会，里山講座を行う。

市民との協働による緑化・保全
を推進するため，里山活動入門
講座を開催し，緑地保全に携わ
る人材を育成する。

登録事業名

柏市土地公社が先行取得した用
地の買戻しを計画的に推進して
いく。  管理については地域住民
との連携の観点から，市民NPO
の協力を得ながら，維持管理を
実施する。

周辺住民並びに関係機関等から
広く意見を聴き，公園の整備を
行う。

周辺住民並びに関係機関等から
広く意見を聴き，公園の整備を
行う。

公園施設長寿命化計画に基づ
き，計画的な公園施設の更新を
行う。

公園内の清掃，遊具等施設及び
植物の管理により，安全・安心
かつ快適な公園環境を維持す
る。
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指標 目標値 通年 判定

カシニワ制度の
登録推進
（市民との協働
による緑化・保
全事業）

カシニワフェ
スタの来場者

数
カシニワ制度

登録件数

15,000人
230件

9,400人
245件 未達成 公園緑政課

景観普及啓発
景観まちある

きの開催
景観賞の実施

各1回
景観まち

あるき2回
景観賞1回

達成 都市計画課

暫定整備及び維
持管理
（こんぶくろ池
公園管理事業）

18.5ｈａの内
3.5ｈａ

（1号近隣公
園）整備率

100% 100% 達成 公園緑政課

基本方針３－２　土地の適正な利活用

指標 目標値 通年 判定

生活環境の整備 事前指導件数 随時 96件 達成
環境サービス
課

公園・緑地・
オープンスペー
スの確保
（アクションプ
ランの推進事
業）

制度による
永続性ある

緑化率
30% 29.5% 未達成 公園緑政課

登録事業名 事業内容
目標

目標値の
達成状況 担当部署

緑を守ることを目標として，公
園・緑地・オープンスペースを
確保する。

事業内容 担当部署

都市に潤いをもたらす緑のオー
プンスペースを確保するため，
カシニワ制度の登録・普及啓発
を推進し，土地所有者や市民を
サポートする。

都市景観に関する知識の普及を
目的としてシンポジウム（まち
あるき）等及び景観まちづくり
に関する意識の高揚を目的とし
て景観賞を開催する。

登録事業名

こんぶくろ池公園（1号近隣公
園）における暫定整備及び維持
管理活動を実施する。

目標
目標値の
達成状況

過去に指導等を行った履歴のあ
る土地所有者に対してあき地の
適正管理を指導する。あき地の
相談に対しては現地調査を行
い，土地所有者へ連絡し適正な
管理を促す。

こんぶくろ池とは

手賀沼の三大源泉池の内、唯一現存す
る貴重な自然の湧水池です。

取巻く森林・草地には貴重種植物が多

く地域の方々から親しまれております。

●こんぶくろ池
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基本方針３－３　環境資源の活用

指標 目標値 通年 判定

観光情報等の提
供事業

柏市への観光
入込客数

4,100,000人 3,997,553人 未達成 商工振興課

手賀沼観光振興
事業

手賀沼レンタサ
イクル利用人数
スタンプラリー

訪問者数

5,000人
2,880人

6,030人
3,527人

達成 商工振興課

PR活動
（こんぶくろ池
公園管理事業）

年度内
来園者数

1,500人 1,500人 達成 公園緑政課

手賀沼エコマラ
ソン大会

エントリー数 10,000人 10,725人 達成 スポーツ課

生物多様性関連
事業
（環境ステー
ション事業）

イベント等の
開催回数

15回 16回 達成 環境政策課

手賀沼アグリビ
ジネスパーク事
業
（都市農業活性
化推進事業）

道の駅
しょうなんの

来場者数
1,100,000人 1,062,297人 未達成 農政課

担当部署登録事業名

道の駅しょうなんを核とした農
業・観光・レクリエーションの
まちづくりを展開することで，
手賀沼地域全体の集客，交流促
進，活性化を目指す。

「かしわ観光ガイド」や「かし
わ観光マップ」の配布，街中で
開催される各種イベントの周
知，また観光基本計画をもとに
新たな観光資源や周辺施設を観
光地化へと繋げる。

我孫子市，印西市及び周辺観光
施設と連携したスタンプラリー
や，手賀沼のスポーツ振興を目
的に我孫子市との合同事業とし
てレンタサイクル事業を実施す
る。

こんぶくろ池公園を広く市民に
周知するため，来園者ガイド及
び公園のPR活動を実施する。

実行委員会と連携して手賀沼エ
コマラソンの円滑な開催のため
の準備と周知を行う。一般応募
に先立ち，地元優先枠を設けて
募集する。（エントリーのイン
ターネットによる一元化）

事業内容

生物多様性の啓発として，柏の
自然と生きもの講座・フェスタ
等を実施する。

目標
目標値の
達成状況
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◆基本目標４（地球環境分野）◆

地球温暖化対策を進め，持続可能な低炭素・気候変動適応社会の構築に努めます。

代表的指標 現況値 目標値

市域の温室効果
ガス排出量の削
減

2,186.5
千t-CO2

2,106
千t-CO2

(平成32年度)

基本方針４－１　低炭素ライフへの転換

指標 目標値 通年 判定

地域ウォークの
推進

歩く習慣のな
い人のウォー
キングイベン
ト参加者割合

30% 30% 達成
地域健康づく
り課

環境保全協定
新規協定締結

事業者数
1社 0社 未達成 環境政策課

環境保全協議会
横断幕の設置

箇所数
3箇所 2箇所 未達成 環境政策課

地球温暖化対策
関連事業
（環境ステー
ション事業）

イベント等の
開催回数

3回 8回 達成 環境政策課

自動車台数調査
（低公害車普及
促進事業）

低公害・低燃
費車の台数

19,675台 86,088台 達成 環境政策課

エコドライブの
啓発活動
（低公害車普及
促進事業）

啓発活動回数 3回 7回 達成 環境政策課

登録事業名

ウォーキングパスポートの発行
と，地域でのウォーキング講座
や手賀沼ふれあいウォーク等を
開催する。

市内事業者が率先して地球環境
に配慮した環境保全行動を実践
するよう，柏市環境保全協定を
締結する。

地球温暖化対策の啓発を図るた
め，環境保全協議会により横断
幕を設置する。

地球温暖化対策啓発として，エ
コライフ講座，パネル展等を実
施する。

市内における軽自動車を除く低
公害・低燃費車を把握するた
め，自動車台数調査を実施す
る。

各種イベントに参加し，エコド
ライブの啓発活動を実施する。

内容

第二期柏市地球温暖化対策計画の目標値（平成17
（2005）年度比，3.8%削減）です。今後の同計画の
改定に合わせて目標値を改めます。
温室効果ガス排出量は，市域で使用されたエネルギー
等をCO2排出量として算出したものです。

目標
目標値の
達成状況事業内容 担当部署
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指標 目標値 通年 判定

柏市エコアク
ションプラン

温室効果ガス
削減率

（平成24年度
比）

9.4% 16.4% 達成 環境政策課

緑のカーテン普
及促進（市民）

講習会の
参加者数

100人 107人 達成 環境政策課

かしわ環境フェ
スタ

イベントの
参加者数

300人 338人 達成 環境政策課

柏市エコハウス
促進総合補助金

補助件数 450件 471件 達成 環境政策課

フットパス事業
イベントの
開催回数

2回 2回 達成 環境政策課

環境学習の推進 提供回数 1回 1回 達成 環境政策課

COOL CHOICE
の推進

賛同者数 3,000人 3,032人 達成 環境政策課

中小企業融資資
金事業

融資決定件数 200件 85件 未達成 商工振興課

担当部署登録事業名

省エネ・創エネ・蓄エネ・見え
る化ができる機器を設置する家
庭に対して，設置費用を補助す
る。

市民のおでかけ促進，環境保全
からまちづくりまで多用な効果
を生み出すため，フットパス
コースの作成及びイベントを開
催する。

中小企業者及び創業者が，事業
活動を行うための資金を市内金
融機関及び千葉県信用保証協会
と連携して低利で融資する。

市内小中学校に対し，企業等に
よる出前講座の情報を提供し，
環境学習の推進を図る。

柏レイソルのホームゲームでの
COOL CHOICEマッチの開催，
市内各イベントへのブースの出
展等により，来場者へCOOL
CHOICEの賛同を依頼する。

全ての職員が取り組むべき省エ
ネ行動等を示し，公共施設から
排出される温室効果ガス排出量
を削減する。

柏市ストップ温暖化サポーター
により「緑のカーテン育て方講
習会」を開催し，ゴーヤの苗を
配布する。

大人から子供まで楽しみながら
学ぶことのできる体験型イベン
トを開催し，環境意識の向上や
環境行動の実践につながる機会
をつくる。

事業内容
目標

目標値の
達成状況
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指標 目標値 通年 判定

柏市建築物環境
配慮制度に関す
る事務事業

届出件数 10件 18件 達成 建築指導課

理科支援事業
科学展の
開催回数

1回 1回 達成 指導課

環境学習実践事
例集

環境学習
実践事例集の

掲載回数
1回 1回 達成 指導課

啓発活動
（環境に配慮し
た水道事業運
営）

照明の間引率 30～40％ 40% 達成
（水道）総務
課

基本方針４－２　低炭素まちづくりの推進

指標 目標値 通年 判定

省エネ行動の推
進

ノー残業デー
実施日数

60日 66日 達成 人事課

低公害車の導入
低公害又は
低燃費車の
導入台数

随時 14台 達成 資産管理課

エコステーショ
ン運営費補助金
（低公害車普及
促進事業）

補助件数 1件 1件 達成 環境政策課

担当部署

事業内容
目標

目標値の
達成状況 担当部署登録事業名

公用車の新規購入及び車両の買
換え時に，低公害車（水素・電
気等）・低燃費車を導入する。

天燃ガス充填施設を運営する事
業者に対して維持管理経費を補
助する。

登録事業名

目標値の
達成状況

児童生徒の理科実験・観察への
興味関心を高めるよう，小中学
校に理科教育支援員を配置し，
実験･観察の質的向上を図る。ま
た，学習成果の発表の場として
小中学校科学展を企画･運営す
る。

市内小中学校全校の環境学習実
践事例をとりまとめ，環境学習
実践事例集をホームページに掲
載する。

職員各自の環境配慮意識啓発の
促進（昼休みの消灯はもとより
蛍光灯の間引きなどにより省電
力化に努める。）

目標

省エネルギー行動を推進するた
め，ノー残業デー及びクールビ
ズ・ウォームビズを実施する。

事業内容

窓口やホームページ等による柏
市建築物環境配慮制度の周知及
び事例概要を公表する。建築計
画の事前協議に伴う環境配慮を
誘導する。
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指標 目標値 通年 判定

土地貸し，屋根
貸し

貸付件数 1件 1件 達成 環境政策課

柏市公共施設等
低炭素化指針

指針に基づく
施設の新設及
び改修件数

適宜 1件 達成 環境政策課

電力の調達に係
る環境配慮契約

ＰＰＳ導入施
設数

（指定管理者
制度導入施設

は除く）

63施設 70施設 達成 環境政策課

第二清掃工場運
転管理委託

受託者からの
報告回数

12回 12回 達成
南部クリーン
センター

柏市商工団体共
同施設設置等補
助金（街路灯電
気料等補助を含
む）

LED化普及率 85% 80%
未達成

商工振興課

柏駅西口北地区
市街地再開発事
業

西口北地区に
おける理事会
の参加回数

月1回 28回 達成
中心市街地整
備課

中心市街地活性
化事業

運営会議の
開催回数

2回 2回 達成
中心市街地整
備課

小学校トイレ改
修事業

学校数
トイレの箇所数

8校
10系統

8校
9系統

未達成 学校施設課

エネルギーを有効利用するた
め，一般廃棄物の焼却施設とし
て発生した廃熱を活用する。

商店会等が実施する，共同施設
（街路灯，アーチ，駐車場等）
の電気料を始め，その整備及び
省電力化に伴う修繕等の事業に
対して補助金を交付する。

登録事業名 事業内容
目標

目標値の
達成状況 担当部署

地球温暖化対策として，良好な
都市環境の形成，ヒートアイラ
ンド現象の抑制など低炭素型都
市づくりを推進するため，市街
地再開発事業の事業化を目指し
ている準備組合の活動を支援す
る。

中心市街地活性化協議会等のま
ちづくり活動に関わる団体等に
対して，各種補助制度等を活用
しながらまちづくりを進める。

公共施設等の新築及び大規模改
修の際に取り組むべき対策・技
術を示し，公共施設等の低炭素
化を推進する。

「柏市電力の調達に係る環境配
慮方針」に基づき，電力需給に
おいて環境に配慮した新電力(Ｐ
ＰＳ)を導入する。

市内小中学校の屋上や公共施設
跡地等を太陽光発電設置事業者
へ有償で貸し出す。

市内小学校のトイレ改修の際
に，人感センサー，ＬＥＤ照明
及び節水型便器等省エネ機器を
導入する。
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指標 目標値 通年 判定

中学校トイレ改
修事業

学校数
トイレの箇所数

８校
9系統

8校
9系統

達成 学校施設課

柏の葉小学校
（小中連携）整
備

学校数 1校 1校 達成 学校施設課

（仮称）柏北部
中央地区新設中
学校整備

学校数 1校 1校 達成 学校施設課

低公害車の導入
低公害・低燃
費車の導入台
数及び割合

5台
71.4%

6台
85.7％

達成
消防局　警防
課

柏駅周辺まちづ
くり１０ヵ年計
画に基づく事業

総会・理事会
の出席回数

2回 ３回 達成
中心市街地整
備課

乗合ジャンボタ
クシー運行補助
事業

ジャンボタク
シー利用者数

42,891人 41,135人 未達成 交通政策課

予約型相乗りタ
クシー「カシワ
ニクル」運行事
業

カシワニクル
利用者数

5,860人 8,766人 達成 交通政策課

自転車通行環境
整備事業

自転車通行環
境整備を実施

した距離
3.00km 1.38km 未達成 交通政策課

目標
登録事業名 担当部署

柏市公共施設等低炭素化指針に
基づき，太陽光発電設備をはじ
めとした低炭素化技術を導入す
る。

事業内容

目標値の
達成状況

公用車の新規購入及び車両の買
換え時に，低公害車（水素・電
気等）・低燃費車を導入する。

柏市公共施設等低炭素化指針に
基づき，太陽光発電設備をはじ
めとした低炭素化技術を導入す
る。

歩行者優先の道路ネットワーク
を形成し，街全体の歩行者の回
遊性を向上させ，各「通り」沿
いに魅力のある施設の立地を誘
導し，広がりを持った魅力と多
様性のある市街地を形成する。

乗合ジャンボタクシーの運行計
画を策定するとともに，運行事
業者に対し，限度額を定めた上
で運行経費を補助する。

公共交通空白・不便地域内にお
いて日常生活交通（買い物や通
院等の移動）を確保を目的に運
行しており，運行システムの運
営，予約受付並びに運行業務を
委託している。

市内中学校のトイレ改修の際
に，人感センサー，ＬＥＤ照明
及び節水型便器等省エネ機器を
導入する。

柏市自転車総合計画に位置付け
た整備計画対象路線の中から，
先行整備する３つのモデル路線
の仕様部分（構造等）を検討し
た上で，整備を進めていく。
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指標 目標値 通年 判定

レンタサイクル
事業

利用種別
レンタサイク
ル利用台数

1月利用：
360件

1日利用：
8,500件

1月利用：
371件

1日利用：
9,622件

達成 交通施設課

基本方針４－３　適応策を含めた新たな取組の検討・実施

指標 目標値 通年 判定

防災気象情報に
関する事業

防災気象情報
（HP）への
アクセス件数

130,000件 87,739件 未達成 防災安全課

感染症予防事業
対策会議の
開催回数

2回 １回 未達成 保健予防課

健康危機管理事
業

対策会議の
開催回数

2回 2回 達成 保健予防課

柏市グリーン購
入調達方針

改訂・周知
回数

１回 1回 達成 環境政策課

ヒートアイラン
ド現象対策

透水性
舗装面積

4007㎡ 4763.9㎡ 達成 道路整備課

担当部署登録事業名

目標値の
達成状況事業内容

熱中症対策として，啓発資料の
配布，HP，twitter等の媒体を利
用した周知・啓発，熱中症対策
等を行う。

柏市グリーン購入調達方針を改
訂・周知し，環境に配慮した製
品等の購入を推進する。

目標

雨水の利用の促進のため，透水
性舗装による歩道整備を実施す
る。

撤去自転車をリサイクルし，１
台の自転車を複数の人が利用で
きるシステムを構築し，通勤や
通学以外の様々な目的に対応し
た移動手段の提供を行う。な
お，貸出しは1日・1月単位で
行っている。

市民が求めている気象情報をタ
イムリーに提供し，各関係機関
との連携を密にして減災に努め
る。

蚊媒介感染症対策として，庁内
関係部署連絡会議，サーベイラ
ンス（定点における蚊採取調査
及び検査），普及啓発等を行
う。

担当部署登録事業名 事業内容
目標

目標値の
達成状況
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ご意見をお寄せください  
 

 柏 市では，毎年，環境基本計画の取組状況を公表し，皆様から

の意見を環境政策に反映させていきます。  

 つ きましては，本書について，皆様からのご意見をお待ちし

ております。  

 

●閲覧方法  

報告書の内容は市のホームページ，環境政策課，本庁舎行政資料

室，沼南庁舎行政資料コーナーで見ることができます。  

 

●応募方法  

「環境報告書への意見」と明記し，住所・氏名・電話番号及び意

見（様式は自由です）をご記入の上，郵送，ＦＡＸ又はメールに

て，下記提出先までお寄せください。  

 

 

提 出先  

 柏市  環境部  環境政策課  

 〒２７７－８５０５  柏市柏五丁目１０番１号  

 ＴＥＬ  ０４－７１６７－１６９５  

 ＦＡＸ  ０４－７１６３－３７２８  

 メール  info-knky@c i ty .kashiwa .ch iba . jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和元年１０月  

 

発行  柏市  

編集  環境部環境政策課  


